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世話人 伊庭 幸人(統数研),菊池 誠 (阪大理)






13‥40-14‥40 北尾 彰朗 (京大理)*
JAMモデルを使って生体高分子のゆらぎを探る
14:40-15‥10 萩田 克美 (慶庵大理工)
濃厚高分子溶液のMCにおける方法論の検討
休憩 15:10-15:40
15:40-16‥10 伊庭華人 (棟数研)福島孝治 (東大物性研)
感受率行列の固有状態 -メモリで泣かずに済む方法










13:30-14‥00 礁部 雅晴 (金沢大理)
マルチカノニカル分子動力学法を使ったモデルProtein-G系の研究
14‥00-14:30 光武 亜代理 (分子研)
新拡張アンサンブル法によるタンパク質系のモンテカルロシミュレーション
14:30-15:00 千見寺 浄慈 (阪大理)菊地 誠 (阪大サイバー)
3変数でマルチカノニカル 格ー子タンパク質模型-の応用-
15:20-15:50 羽田野 直通 (青山学院大理工)
3次元±J模型のマルチカノニカル ･モンテカルロ計算

























15:50-16:20 坂本 陽 (東京大工)
ファインマン ･ダイアグラム量子モンテカルロ法による
フレーリッヒ ･ポーラロンの研究
16:20-16:50 坂井 徹 (姫路工業大理)
ランダム初期ベクトルサンプリングを用いたランチョス法による
強相関電子系の擬ギャップの研究
16:50-17:10 福島 孝治 (東大物性研)
まとめ
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